平成２５年度
「運営に関する計画・自己評価（中間評価）」
大阪市立中野小学校
平成２５年１０月
（様式１）
大阪市立中野小学校　平成25年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）
１　学校運営の中期目標

	「知・徳・体の調和のとれた教育活動を推進する」

【視点　学力の向上】「知」

　○　学習理解度到達診断における正答率８割以上の児童の割合を、毎年、全学年で

前年度より向上させる。　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）

　○　学校生活アンケートにおける「調べたり発表したりする学習は好きである」の

項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を80％以上にする。

(カリキュラム改革関連）

　○　平成27年度の学校生活アンケートで「授業が分かりやすい」と答える割合を
80％以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　（マネジメント改革関連）

○　学校生活（保護者）アンケートにおける「子どもは学校へ行くのを楽しみにし

ている」と答える保護者の割合を平成27年度末までに80％以上にする。

（マネジメント改革関連）
【視点　道徳心・社会性の育成】「徳」
　○　平成28年度の全国学力・学習状況調査における「学校のきまり・規則を守っ

ていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」

と答える割合を90％以上にする。　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）

　○　全国学力・学習状況調査の結果において、「自分にはよいところがあると思いま

すか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」の割

合を全国平均以上にする。　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）

○　平成27年度の学校生活（保護者）アンケートにおける「学校は情報公開をよ

く行っている」と答える保護者の割合を85％以上にする。

（ガバナンス改革関連）
【視点　健康・体力の保持増進】「体」
　○　平成27年度における校内体力調査において、特に課題のあるシャトルランの
記録を、平成24年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査より、向上させる。（カリキュラム改革関連）

　○　平成27年度末の学校生活アンケートにおける「うがいや手洗いをしている」

の項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を90％以上にする。

（カリキュラム改革関連）

	


２　中期目標の達成に向けた年度目標

	【視点　学力の向上】「知」
　①　本年度の学習理解度到達診断における正答率８割以上の児童の割合を、全学年

で昨年度より向上させる。　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
　②　学校生活アンケートにおける「調べたり発表したりする学習は好きである」の
　　　項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を平成24年度より向
上させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）

③　平成26年度３学期における学校生活アンケートで「授業が分かりやすい」と
　　答える割合を平成24年度よりも向上させる。　　　（マネジメント改革関連）

④　学校生活（保護者）アンケートにおける「子どもは学校へ行くのを楽しみにし
いる」と答える保護者の割合を平成24年度末より向上させる。

（マネジメント改革関連）
【視点　道徳心・社会性の育成】「徳」

　①　平成26年度の全国学力・学習状況調査における「学校のきまり・規則を守っ
ていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」
と答える割合を、平成24年度より向上させる。　　（カリキュラム改革関連）

　②　平成26年度の全国学力・学習状況調査の結果において、「自分にはよいところ
があると思いますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当て
はまる）」の割合を平成24年度の結果より向上させる。
（カリキュラム改革関連）

③　平成26年度の学校生活（保護者）アンケートにおける「学校は情報公開をよ
く行っている」と答える保護者の割合を平成24年度よりも向上させる。

（ガバナンス改革関連）

【視点　健康・体力の保持増進】「体」

　①　本年度の校内体力調査において、シャトルランの記録を、昨年度の全国体力・

運動能力、運動習慣調査より、全学年で向上させる。（カリキュラム改革関連）

　②　平成26年度末の学校生活アンケートにおける「うがいや手洗いをしている」
の項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を、平成24年度の
学校生活アンケートより向上させる。（カリキュラム改革関連）


３　本年度の自己評価結果の総括

	


（様式２）

大阪市立中野小学校　平成25年度　運営に関する計画・自己評価【中間評価】（目標別シート）
	評価基準　A：目標を上回って達成した　　　　　　　　B：目標どおりに達成した

　　　　　C：取り組んだが目標を達成できなかった　　D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった


	年　度　目　標
	達成
状況

	【視点　学力の向上】

　①　本年度の学習理解度到達診断における正答率８割以上の児童の割合を、全学年で昨年度より向上させる。　　　　　　（カリキュラム改革関連）

　②　学校生活アンケートにおける「調べたり発表したりする学習は好きである」の項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を平成24年度より向上させる。　　　　　　　　　（カリキュラム改革関連）
③　平成26年度３学期における学校生活アンケートで「授業が分かりやすい」と答える割合を平成24年度よりも向上させる。
（マネジメント改革関連）

④　学校生活（保護者）アンケートにおける「子どもは学校へ行くのを楽しみにしいる」と答える保護者の割合を平成24年度末より向上させる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マネジメント改革関連）
	B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗
状況

	取組内容①【区分　基礎基本の定着】

　　児童に学力の基礎・基本を定着させ、できる喜びを味わわせる様な指導法や授業形態を工夫する。
	B

	指標　　個に応じた指導をすすめるために支援の方法を工夫し、プリント等を活用することにより、学校生活アンケートで「授業が分かりやすい」
　　　　と答える割合を平成24年度よりも向上させる。
	

	取組内容②【区分　基礎・基本の定着（場づくり）】

　　○調べ学習では、図書館やパソコンルームを活用し、調べやすい環境をつくる。
　　○自分の考え等を発表する場面を授業の中に多く取り入れていく。
	B

	指標　　学習環境の整備や特別教室の使用頻度を上げることにより、学校生活アンケートの結果を８０％以上にする。
	

	取組内容③【教職員の資質・能力の向上】

　　〇教員全員が研修授業を実施し、互いに参観し合って、授業力向上のため、意見を交換する。
　〇中野小の教職員が講師となって研修会を開き、教職員の資質と能力の向上に努める。

　　〇ＳＫＩＰを活用して教職員間のコミュニケーションを活性化し、職務上の疑問点や議題について交流する。
	B

	指標　・教員全員が年に1回以上、研修授業（※）を実施する。

　　　※研修授業とは、研究授業とは関係なく、授業者の研修・研鑽を目的として行われる授業のこと。
・夏季休業中、冬季休業中、職員会議の後に研修会を計画・実施する。
　　　・ＳＫＩＰ「連絡掲示板」「会議室」等を活用し、教材研究、校務分掌等について交流する。
	

	取組内容④【区分　学校組織の変革・活性化】

　　〇児童が笑顔で登下校し、家で学校の出来事を楽しく話すことができるように、学校行事やたてわり班活動を充実させる。
　　〇児童がわかりやすい授業をできるように教材研究に取り組む。
	B

	指標　　保護者アンケートでの結果の「よくあてはまる」を７０％以上にする。
	


年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	①　プリントの活用や習熟度別少人数指導など、指導方法や授業形態を工夫すること
により意欲的に課題に取り組む児童が増えてきている。しかし、理解の不十分な児
童に個別指導をするための環境整備や時間の確保が難しい。
②・各学級の状況に応じて、図書室やパソコン室などを利用している。

　・授業の中や朝の会、終わりの会で自分の考えを発表する場面を多く取り入れるこ

とにより、自分の考えを表現できる児童が増えてきている。
③・研修授業は、年間計画を作成し、計画的に進んでいる。時間的に厳しい面もある

が、授業の検討会や討議会をする機会が必要かと思われる。
　・研修会についても計画的に実施できている。役立つ情報が得られ有意義な研修会

になっている。
　・SKIPの活用がまだまだ利用しきれていない。
④・たてわり班活動は一年を通して活動するので、児童が中心となって活動すること

ができるようになってきている。
　・学年で授業の進み方について話し合い、視覚的な補助教材などを作成し、できる
喜びを味わえるように指導法を工夫している。



今後への改善点

	①　一時間一時間の授業を大切にし、継続して取り組みを進める。
②　都島図書館の貸し出しを利用したり、パソコン室の整備を行ったりすることで、

活用を図り、継続して取り組む。
③　今後も、計画に基づいて取り組みを進める。
④　学校行事や児童集会などをさらに工夫して、児童が楽しめるものにする。



（様式２）
大阪市立中野小学校　平成25年度　運営に関する計画・自己評価【中間評価】（目標別シート）
	評価基準　A：目標を上回って達成した　　　　　　　　B：目標どおりに達成した

　　　　　C：取り組んだが目標を達成できなかった　　D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった


	年　度　目　標
	達成
状況

	【視点　道徳・社会性の育成】

　①　平成26年度の全国学力・学習状況調査における「学校のきまり・規則を
守っていますか」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当
てはまる）」と答える割合を、平成24年度より向上させる。
（カリキュラム改革関連）

　②　平成26年度の全国学力・学習状況調査の結果において、「自分にはよい
ところがあると思いますか」の項目について、「当てはまる（どちらかと
いえば、当てはまる）」の割合を平成24年度の結果より向上させる。
（カリキュラム改革関連）
　③　平成26年度の学校生活（保護者）アンケートにおける「学校は情報公開
をよく行っている」と答える保護者の割合を平成24年度よりも向上させ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガバナンス改革関連）
	B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗
状況

	取組内容①【区分　道徳教育の推進（規範意識の育成）】

　　学校のきまりをきちんと守れるようにするための指導方法を工夫する。特
に以下の３点について重点的に指導する。
　　・　右側歩行
　　・　チャイムの合図
　　・　場に応じた服装
	B

	指標　　学校生活アンケートにおける「学校のきまりを守っている」の項目に

ついて、「よくあてはまる」と答える割合を、平成２４年度より向上さ

せる。
	

	取組内容②【区分　道徳教育の推進（基本的生活習慣の確立）】

　　気持ちのよいあいさつができるように指導方法を工夫する。


	B

	指標　　学校生活アンケートにおける「あいさつ」の項目について、「よくあて

はまる」と答える割合を、平成２４年度より向上させる。
	

	取組内容③【区分　特別活動（共に支え励まし合える集団づくり）】
　　一人一人の願いを大切にし、共に支え励まし合える集団づくりに努める。そのために、以下の３点を具体的な方策として取り組む。

　　・自尊感情を育て、仲間を大切にする気持ちを育てるための指導方法を工
夫する。

　　・相手の立場を理解し、相手を思いやる心を育てるための指導法を工夫す
る。

　・異学年が主体的に協力して活動ができるように取り組む。
	B

	指標　　学校生活アンケートのおける「友だちと仲よく」の項目について「よ
くあてはまる」と答える割合を、平成２４年度より向上させる。
	

	取組内容④【区分　学校・家庭・地域の連携】

　　保護者・地域とのよりよいつながりをさらに深める。そのために、以下の

３点を具体的な方策として取り組む。
　　・運動会等の学校行事、学校公開の日を通して、開かれた学校づくりに努

める。
　　・ＰＴＡ、地域、子ども会等の行事に子どもたちが積極的に参加できるよ

うに、連携に努める。
　　・学校だより、学年だより、ホームページなどで学校の取り組みを発信す

る。
	B

	指標　　学校生活アンケート（保護者）における情報公開関係の項目について、

「よくあてはまる」と答える割合を、平成２４年度より向上させる。
	


年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	①　学校のきまりに関する指導の重点については、特に服装の乱れが目立つようにな

ってきた。（・シャツが出ている　・靴のかかとを踏んでいる　・標準帽をかぶって

いない）
②　気持ちのよいあいさつに関しては、まだまだ個人差が大きくできていない。
③　日々の学校生活や学習時間の中で、友だちとの交流活動を取り入れ、お互いに認

め合うように指導している。児童会活動、児童集会を通じて異学年が協力して活動

できるようになってきている。
④　学校行事や学校公開を通じて、さらに開かれた学校になってきている。PTA・地

域行事に参加する児童も増えつつあり、また、教職員の参加や協力体制がみられる

ようになってきた。



今後への改善点

	①　今後、学校生活のきまりを守れるようにするため、振り返りチェックシートのよ

うなものを作成し、家庭との連携を図るようにする。
②　今後も取り組み内容を工夫し、来校者にも会釈ができるよう指導していく。
③　今後も自分を大切に思い、相手の立場に立つことができるように指導を継続して

いく。
④　今後、地域ボランティア（昔遊び・平和教育等）との連携を強化する。

　　より開かれた学校にするため、ホームページの活用を図る。




（様式２）
大阪市立中野小学校　平成25年度　運営に関する計画・自己評価【中間評価】（目標別シート）
	評価基準　A：目標を上回って達成した　　　　　　　　B：目標どおりに達成した

　　　　　C：取り組んだが目標を達成できなかった　　D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった


	年　度　目　標
	達成
状況

	【視点　健康・体力の保持増進】

①　本年度の校内体力調査において、シャトルランの記録を、昨年度の全国

体力・運動能力、運動習慣調査より、全学年で向上させる。

（カリキュラム改革関連）

　②　平成26年度末の学校生活アンケートにおける「うがいや手洗いをしてい
る」の項目について、「よくあてはまる（あてはまる）」の割合を、平成
24年度の学校生活アンケートより向上させる。（カリキュラム改革関連）
	B


	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗

状況

	取組内容①【区分　体力向上への支援（持久力の向上）】

　　持久力の向上に向けて以下のような活動に学校全体で取り組む。

　　・体育科の授業の工夫、改善（学年ごとにマラソン大会を実施）

　　・学級指導や学校全体（児童朝会等）で運動場で遊ぶように定期的に声かけをする。

　　・家庭の協力
	B

	指標　　スポーツテストで行うシャトルランを年２回（５月と２月頃）行い、
今年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査における各学年の合計を昨年度より10ポイント向上させる。
	

	取組内容②【区分　健康な生活習慣の確立（うがい手洗いの励行）】

　　自分の健康を守るために「うがい手洗い」の必要性を学級で指導し、健康

委員会を中心に色々な委員会と連携を図りながらうがい手洗いに取り組

む。

　　・　うがい手洗いを強調週間実施（年３回）

　　・　放送委員会や給食委員等との連携

　　・　児童朝会や児童集会で啓発する。
	B

	指標　　「よくあてはまる」の割合を平成２４年度より１０％向上させる。
	


年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	①　各学級で「みんな遊び」の時間を設けて、運動するよう声かけをすることにより、

元気に運動する姿が多く見られるようになってきている。しかし、持久力が向上し

たかどうかの分析が難しい。（シャトルラン・マラソン大会未実施のため）
②　児童朝会や児童集会で啓発活動や「うがい・手洗い」の強調週間を実施すること
より、以前より意識してうがい・手洗いができるようになってきている。



今後への改善点

	①　今後、持久力を向上させる遊びや学級・児童会等のたてわり班活動を進めていく。
②　強調週間以外にも継続して習慣化を図る取り組みを進める。
　　（各委員会との連携や児童朝会・集会での啓発活動を進める。）



